
平成19年 7月24日決定

平成19年10月 日一部改正

微生物・ウイルス専門調査会

微生物 ウイルス専門調査会のワーキンググループの設置について（案）・

１ 経緯

(1) 食品安全委員会第74回会合（平成16年12月16日）において、食品安全委員

会が自らの判断により行う食品健康影響評価として次の事項を決定した。

ア 食中毒原因微生物の評価指針の策定

イ 評価すべき優先順位の決定

ウ 個別の微生物について評価を行うこと

エ これらの審議を微生物・ウイルス合同専門調査会で行うこと

(2) 食品安全委員会第145回会合（平成18年6月1日）において、食中毒原因微生

物の評価指針を「食品により媒介される微生物に関する食品健康影響評価指

針（案 （以下「評価指針（案 ）として決定・公表した。）」 ）」

(3) 食品安全委員会第164回会合 平成18年9月11日 において 微生物(第18回)（ ） 、

・ウイルス(第11回)合同専門調査会で策定した９つの食品と微生物の組合せ

に関するリスクプロファイル及び以下の４つの優先案件の選定について了承

し、検討グループを設置してさらに検討することを指示した。

ア 鶏肉を主とする畜産物中のカンピロバクター・ジェジュニ／コリ

イ 牛肉を主とする食肉中の腸管出血性大腸菌

ウ 鶏卵中のサルモネラ・エンテリティディス

エ カキを主とする二枚貝中のノロウイルス

(4) 食品安全委員会第199回会合（平成19年7月19日）において、当該検討グル

ープの検討結果及び意見交換会の結果等を踏まえ、微生物・ウイルス合同専

門調査会でとりまとめたとおり、食品安全委員会が自らの判断により行う食

品健康影響評価としてカンピロバクターの評価を実施することを決定した。

(5) 微生物(第23回)・ウイルス(第15回)合同専門調査会（平成19年7月24日）

において、鶏肉を主とする畜産物中のカンピロバクター・ジェジュニ／コリ

のリスク評価を進めて行くに当たり、作業を効率的に進めるため、微生物専

門調査会及びウイルス専門調査会の下にワーキンググループを設置すること

とされた。

なお、上記(3)イ～エの３案件については、リスク評価に必要な情報収集に努
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めることとし、引き続き検討グループを設置し、その実行可能性等について審議

を行うこととされた。

２ 運営

(1) ワーキンググループの設置

微生物 ウイルス専門調査会の下にワーキンググループを設置し、鶏肉を・

主とする畜産物中のカンピロバクター・ジェジュニ／コリに係るリスク評価

について審議し、リスク評価書（案）をとりまとめる。

(2) ワーキンググループの構成

ワーキンググループは、微生物 ウイルス専門調査会の専門委員で構成す・

る。ワーキンググループのメンバーと座長は、微生物 ウイルス専門調査会・

の座長が決定する。

また、微生物 ウイルス専門調査会の座長が必要と認めた場合には、有識・

者を参考人として招聘することができる。その場合、審議経過及び作成した

文書に参考人を明記する。

(3) ワーキンググループ会合

ワーキンググループ会合は、微生物 ウイルス専門調査会の座長が招集す・

ることとし、ワーキンググループの座長を議長として審議を行う。

また、ワーキンググループ会合は原則として公開で行うこととする。

なお、微生物 ウイルス専門調査会の座長は、必要に応じて、ワーキング・

グループ会合にメンバー以外の微生物 ウイルス専門調査会に属する専門委・

員の出席を求めることができる。

(4) 検討成果の取り扱い

ワーキンググループでまとめた審議成果については、微生物 ウイルス専・

門調査会へ報告する。また、ワーキンググループの審議状況についても、適

宜、微生物 ウイルス専門調査会へ報告する。・

３ その他

ワーキンググループに関するその他の事項については、微生物 ウイルス専門・

調査会の座長の指示に従うものとする。



別記

ワーキンググループ名簿

春日 文子 国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部第三室長

関崎 勉 (独)農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所細

菌寄生虫病研究チーム長

中村 政幸 北里大学獣医畜産学部獣医学科教授

西尾 治 元国立感染症研究所感染症情報センター第六室長

藤井 建夫 山脇学園短期大学食物科教授

◎ 牧野 壯一 帯広畜産大学大動物特殊疫病研究センター長

＊五十音順、敬称略、◎は座長


